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Abstract: This study examines the resilience of preschool teachers and suggests ways to 
improve their mental health. These suggestions relate to teachers' years of experience and 
educational background, and focussed on 200 Chinese preschool teachers. The study found that 
the resilience of veteran Chinese preschool teachers, especially in terms of social support and 
self-effi  cacy, is lower than new and mid-career teachers. The study also found that preschool 
teachers with university degrees have lower self-effi  cacy than teachers who graduated from 
training colleges. Based on these results, it is necessary to enrich the veteran preschool 
teachers' social support and construct a system to enhance their self-effi  cacy. There is also a 
need to reinforce the knowledge and skills of preschool teachers with college degrees.
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1　研究背景と目的

保育者のメンタルヘルス（Mental health）の状況
は，近年話題になっている保育の質とも関わり，子
どもの発達に大きな影響を与える（曾，2010；張ら，
2012；袁ら，2015）。中国の保育者のメンタルヘルス
が低下している傾向にあることが報告されており（張，
2013；王，2013），仕事効率の低下，子どもへの虐待

（王，2013），離職年齢層の拡大（張，2013）などが発
生している。

この状況を改善するために，待遇の改善，職場環境

などの整備が国や地方レベルで行われてきた。2010年
に中国教育部は「基礎教育課程改革の推進に関する
意見」を公布し，2011年には財政部や教育部が，「財
政部や教育部の就学前教育への財政投入についての通
知」を公布した。これらの措置を通して，職場環境の
整備を行い，非常勤の保育者を常勤保育者に編入する
と同時に，賃金上げを推奨し，職場環境の改善や保育
者の待遇の向上を行ってきた。しかし，このような対
応にもかかわらず，瀋陽市において SCL-90症状自評
量表 (SymptomCheck-List90，以下，SCL-90と略す )
を使用して調査がなされた結果，瀋陽市の保育者のメ
ンタルヘルス重篤度得点は，抑うつ感1.50±0.59，焦
燥感1.39±0.43，恐怖感1.23±0.41という全国の一般成
人得点に対して，抑うつ感1.87±0.91（t=3.49，p ＜ .01），
焦 燥 感1.78±0.85（t=3.90，p ＜ .01）， 恐 怖 感1.57±
0.78（3.68，p ＜ .01）などのように，９項目の中で８
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図１　保育者のメンタルヘルスが形成される過程〈Masten1998により，筆者作成〉
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項目が有意に高かった。これにより，メンタルヘルス
が低下した状況にあることが明らかになった（金ら，
2009）。また，山東省や山西省の保育者も同様にメン
タルヘルスが低下していると指摘された。（李，2005，
李ら，2014）。

人々は各種のストレッサー（stressor）に直面する
際に，自分の持っている忍耐力でストレスの軽減を図
ろうとする。また，一時的に不適応な状況に陥った際
には，回復力が必要であることが知られている。この
忍耐力と回復力を合わせた総合的能力はレジリエンス

（resilience）であり（Masten，1990），ソーシャルサポー
ト（Social Support），自己効力感，社会因子の３因子
で構成されている（佐藤ら，2009）。また，Masten（1998）
によれば，メンタルヘルスの状態は個人がおかれる
様々な環境から刺激を受け，その刺激に対応した上で
形成される。すなわち，メンタルヘルスは，個人のレ
ジリエンスと環境との相互作用によって形成されてい
くものである（図１を参照）。そのため，メンタルヘ
ルスを改善しようとする時，ストレッサー源となる外
部環境を改善するだけではなく，個人のレジリエンス
も改善する必要がある。

このことから，保育者のメンタルヘルスの改善に
も，外部の職場環境などの改善だけではなく，保育者
自身のレジリエンスの改善も必要であることが推測で
きる。しかし，保育者のレジリエンスに関しては，現
在のところ，中国において検討されていない。そのた
め，本研究では，レジリエンスに着目して中国の保育
者のメンタルヘルスとレジリエンスの状況を明らかに
し，両者の関連を考察する上で，メンタルヘルスの改
善に対する示唆を得ることを目的とする。

2　研究方法

2.1調査対象と調査期間
研究対象に関して，特定の地域の保育者のみが調査

対象とならないよう配慮し，複数の県の保育施設にお
いて，各種類の保育者を調査対象とした。配布数は
200部，回収数は200部（100%），有効回答数は189部

（94.5%）であった。調査期間は2014年８月から９月で
あった。

表１　各地域の内訳（人数）

合計
経験年数 学　　歴

新人 中堅 ベテラン 中等 専科 本科

A県 61 34 8 19 19 37 5

B 県 55 32 8 15 19 22 14

C 県 73 50 13 10 13 51 9

合計 189 116 29 44 51 110 28

2.2調査内容と方法
保育者のメンタルヘルスに関して，SCL-90を指標

として使用した。SCL-90症状自評量表は1984年に標
準化され（王，1984），身体的症状（12項目），強迫感

（10項目），人間関係のもつれ（９項目），抑鬱（13項目），
焦慮感（10項目），敵対性（６項目），恐怖心（６項目），
偏執傾向（７項目），精神的症状（10項目），及び睡眠
飲食状況など（７項目）の10因子，合わせて90項目で
構成されている。各項目を0から４の五段階で評定し，
合計得点が160点以上であれば，メンタルヘルスが「不
調」と判断される。

また，保育者のレジリエンスについて，「S-H 式レ
ジリエンス検査票」（祐宗，2008）を指標として使用
した。この指標は，次の3因子によって構成されている。

第一因子は，社会的な資源をどの程度有しているか
について，「親しい人と過ごす時間を大切にしている
か」，「家族以外に悩みを相談できるか」などの12項目
により評定する「ソーシャルサポート因子」である。
第二因子は，自身がどの程度自立していると感じて
いるかについて，「人に頼り過ぎないように心がけて



表２　レジリエンス構成因子の概要
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いるか」，「嫌なことでも自分がすべきことに積極的で
いるか」などの10項目により評価する「自己効力感因
子」である。第三因子は，他者とどのようにコミュニ
ケーションをとるかについて，「嫌な人でも仕事では
うまく付き合えるか」，「新しい人とうまく付き合える
か」などの5項目により評価する「社会性因子」である。
これらの指標を用いて，今現在有しているレジリエン
スを測定する。
 2.3分析方法

Hiew ら（2000）によれば，レジリエンスは個人内に
存在し，特定の方法で獲得される能力である。この特
定の方法とは，主に意識的な行動で獲得する方法と無
意識的な行動で獲得する方法がある。意識的な行動と
は，主に学校での学習を通して専門知識や技能を蓄積
し，レジリエンスを保持するようになることを指す。
無意識的な行動とは主に，逆境などから立ち直る際に，
無意識にレジリエンスを保持するようになることを意
味する。学校での知識獲得状況の差異は学歴と関連し，

逆境を経験する機会の差異は保育の経験年数と関連す
ると考える。よって本研究では，保育者のレジリエン
スについて，経験年数の変化と学歴の変化の2つの側
面からも分析を行う。

先行研究（袁，2009；上村，2012；田辺ら，2014）
では，保育者は，（1）就職した時点から５年，（2）５
年以上から20年，（3）20年以上の３段階により，子ど
もへの関心，仕事の対応などが変わってくるとされて
いる。この結果に依拠し，本研究では，経験年数が5
年の保育者を「新人」，５年以上20年の保育者を「中堅」，
経験年数20年以上の保育者を「ベテラン」に分類し，
保育者のメンタルヘルスとレジリエンスの関連を考察
する。

また，学歴について，現在の中国において，保育者
養成は主に，中等専門教育機関である「幼児師範学校」，
高等専門教育機関である「幼児師範専科大学」，「４年
制の師範大学・師範学院（本科）」大学の就学前教育
専攻」という３種類の養成機関で行われている。本研
究では，保育者の学歴により，保育者を中等卒保育者，
専科卒保育者，本科卒保育者に分類し，メンタルヘル
スとレジリエンスの関連を考察する。

3　結果

3.1保育者のメンタルヘルス状況
保育者全体の SCL-90得点と，各保育経験年数や学

歴別による保育者の得点を表３に示す。全体的にメ
ンタルヘルスの状況が不調な保育者の割合は65.61%

（124人）であった。経験年数別にみた結果，新人保育
者の不調群の割合は66.38%（77人），中堅保育者のは
10.34%（３人）であった。これに対して，ベテラン保
育者の不調群の割合は100%（44人）であった。学歴
別にみた結果，中等卒保育者の不調群の割合の58.82%

（30人）や，専科卒保育者の60%（66人）に対して，
本科卒保育者の不調群の割合は100%（28人）であった。
3.2保育者のレジリエンス状況

経験年数別や学歴別にみたレジリエンスおよび構成
因子の得点について，Kruskal-Wallis 検定を用いて，
各群におけるレジリエンス及び構成因子の得点の差を
検討した。その後，２群ずつを比較した結果，レジリ
エンスにおいて，中堅保育者は新人保育者より高く

（U=1344，p ＜ .05），新人保育者はベテラン保育者よ
り高かった（U=1592，p＜.01）。自己効力感においても，
同様に中堅保育者は新人保育者より高く（U=1333，
p ＜ .05），新人保育者はベテラン保育者より高かった

（U=1862，p ＜ .05）。ソーシャルサポートにおいて，
新人保育者はベテラン保育者より高く（U=1380，p



表３　保育者のメンタルヘルス状況

表４　経験年数別にみた中国における保育者のレジリエンスおよび構成因子の得点

表５　学歴別にみた保育者のレジリエンスおよび構成因子の得点
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表６　経験年数別にみた中国における保育者のメンタルヘルス良好群と不調群のレジリエンスの状況

表７　学歴別にみた中国における保育者のメンタルヘルス良好群と不調群のレジリエンスの状況
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＜ .01），中堅保育者もベテラン保育者より高かったが
（U=230，p ＜ .05），新人保育者と中堅保育者の間に，
有意差は認められななかった（U=1675，n.s.）。

学歴別にみた保育者のレジリエンスおよび構成因子
の得点を表５に示す。その結果，レジリエンスにおい
て，中等卒保育者は専科卒保育者より高く（U=2448，
p＜.05），本科卒保育者より高かった（U=601，p＜.05）。
自己効力感においても，同様に中等卒保育者は専科卒
保育者より高く（U=2745，p= p ＜ .05），本科卒保育
者より高かった（U=531，p ＜ .05）。

3.3メンタルヘルスとレジリエンスの関連性
メンタルヘルスとレジリエンスの関連性について，

メンタルヘルスの良好群と不調群のレジリエンス状況
に対して，Mann-Whitney U 検定を行った。全体的な
両群の比較と経験年数別，学歴別の比較も行った。そ
の結果を表６と表７に示す。

経験年数別にみた中国における保育者のメンタルヘ
ルス良好群と不調群のレジリエンスは，全体的では両
群のレジリエンス得点（p ＜ .01）とソーシャルサポー
ト因子（p ＜ .01）において，有意差が認められた。
また，新人保育者のレジリエンス（p ＜ .01）やソーシャ
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ルサポート（p ＜ .05），中堅保育者の社会因子（p ＜ .01）
において，有意差が認められた。

学歴別にみた中国における保育者のメンタルヘルス
良好群と不調群のレジリエンスの調査の結果，全体的
に両群のレジリエンス得点（p ＜ .01）とソーシャル
サポート因子（p ＜ .01）において有意差が認められた。
また，専科卒保育者のレジリエンス（p ＜ .01），ソー
シャルサポート（p ＜ .05），社会因子（p ＜ .05）にお
いて，良好群と不調群の群間に有意差が認められた。

さらに，メンタルヘルスとレジリエンスの相関につ
いて，表８の示すように，良好群において，相関係数
はやや低いが，レジリエンス，ソーシャルサポート因
子，自己効力感因子に対して有意（p ＜ .01）である
ため，良好群の保育者のレジリエンス及び構成因子と
メンタルヘルスに負の相関があった。一方，不調群に
おいては，相関がなかった。

表８　レジリエンス及び構成因子とメンタルヘルス重篤度の相関

メンタルヘルス重篤度
全体の 良好群の 不調群の

レジリエンス -.21** -.35** -.44
ソーシャルサポート -.20** -.22*　 -.21
自己効力感 -.25**　 -.39** -.27
社会因子 -.04 -.16* -.24

* ＜ .05，** ＜ .01　

４．考察

　SCL-90の得点はメンタルヘルスの状況を表し，
レジリエンスの得点は対応力の数字化である。経験年
数別にみた結果，メンタルヘルスの不調群の割合が，
ベテラン保育者100％，新人保育者66.38%，中堅保育
者10.34%という順となったのに対して，レジリエンス
は逆に，中堅保育者，新人保育者，ベテラン保育者の
順となっている（表３，４）。また，学歴別に，メンタ
ルヘルスの不調群の割合は，本科卒保育者100%，専
科卒保育者60%，中等卒保育者58.82%という順であっ
たのに対して，中等卒保育者のレジリエンスは，専科
卒保育者や本科卒保育者より高かった（表３，５）。保
育者全体のレジリエンスとメンタルヘルス重篤度の相
関が -0.21（p ＜ .01）であることから，レジリエンス
とメンタルヘルスの重篤度に関してやや低い負の相関
があると判断できる。すなわち，レジリエンスの増加
と共に，メンタルヘルスの状況がよくなり，不調群の
割合が低くなることが考えられる。そのため，メンタ
ルヘルスの改善にあたって，レジリエンスの増強が必
要であるといえる。

また，各経験年数別の保育者のレジリエンスについ

て，中国の新人保育者のレジリエンスは中堅保育者よ
り低く，ベテラン保育者より高いことから，中国の保
育者のレジリエンスは経験年数別に差異が存在するも
のの，経験の蓄積よりレジリエンスが高まっていない
ことが推察される（図２）。有意差が認められなかっ
た社会因子を除き，構成因子の自己効力感やソーシャ
ルサポートにおいても，ベテラン保育者の得点が，新
人保育者や中堅保育者より低い。すなわち，ベテラン
保育者の対応力が他の保育者より低いことを示してい
る。

その理由に関して，経験年数ごとに有意差が見られ
るソーシャルサポートや自己効力感に着目し，保育者
の社会環境から考察を行う。近年の中国において，待
機児問題を解消して入園率を高めるために，多くの保
育者が必要になった。より多くの大学卒業生を保育職
に就かせるため，新人保育者の待遇も以前より手厚く
設定されている。しかし，新人保育者の待遇が手厚く
設定される一方で，ベテラン保育者の待遇はほとんど
変わっていない。このように，政策の偏りにより，新
人保育者とベテラン保育者に対する社会からのサポー
トの差異が生じている。また，新人保育者を早く仕事
に慣れさせるため，ベテラン保育者とのマンツーマン
方式で組み合わせる場合が多い。しかし，互いの保育
理念の違いにより，仕事に支障が生じる場合もあると
指摘されている（楊，2009）。従来よりある職場の人
間関係の問題に加えて，職場からのサポートも十分で
はない。さらに，近年の中国においては，経済が急速
に発展し，大学卒業生の社会への進出意欲や労働意欲
が高まっている。保育者養成校では，新しいカリキュ
ラムに基づいて，実習時間を８週以内に減少させ，保
育者と子どもの接触が少なくなっている。そのため，
就職時には，実習で試したくてもできなかったことを
実践で試そうとする保育者が多い。就職後に子どもと
接し，仕事の意欲が高い状態にあることが考えられる。
したがって，自己効力感も高い。しかし，経験年数の
増加に従い，子どもとの接触や職場の人間関係などの
多面的な課題を抱え，挫折なども経験するため，ベテ
ラン保育者は自己効力感が低くなったと考えられる。

このように，十分なソーシャルサポートが得られな
いことと自己効力感の低下がベテラン保育者のレジリ
エンスの低下，すなわち，不調群の割合が高い原因だ
と考えられる。

Wyatt（1996）によると，職業人の経験年数の増加
による専門的な知識やスキルの発展，ならびに精神的
な安定が持続することは，職業を維持する重要な条件
となる。すなわち，保育者が精神的に安定して仕事
を継続するために，経験年数の増加によりレジリエン
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スの能力が高まることが重要である。これは保育者の
キャリア形成の観点からも，理想的なモデルである。
しかし，本研究において，経験年数によるレジリエン
スの変化では，中国のベテラン保育者は，新人保育者
や中堅保育者よりもレジリエンスが低いことが明らか
になった。新人からベテランへのキャリアパスが，う
まく進行していないと推察できる。これまではベテラ
ン保育者は保育経験も高く，メンタルヘルスも安定し
ていると考えられてきたことから，メンタルヘルスの
改善の研修対象となってこなかった。しかし，本研究
では，ベテラン保育者のレジリエンスは必ずしも高い
ものと言えず，今後，そのような研修を実施する必要
性があることが明らかとなった。

図２　経験年数別にみたレジリエンス得点の散布

図３　学歴別にみたレジリエンス得点の散布

　さらに，学歴別にみた保育者のレジリエンスについ
て，有意差が見られるレジリエンスと自己効力感因子
のいずれにおいても，中等卒保育者の得点が高かった

（図３において，１は中等卒保育者，２は専科卒保育者，
３は本科卒保育者）。

1993年２月に中国の国務院により「中国教育改革及
び発展綱要」が公布され，保育者養成機関の改革が行
われ始めた。改革の目的は「保育者の学歴や資質を向

上させる」ことであった。その中では，心理素質教育
に関して，「保育者の心理面の健康を確保し，健全な
人格を形成するため，より豊かな研究能力と鋭い思考
力だけではなく，明るい性格，良い人格，社会適応力，
忍耐力などの育成を重視する」と規定された。すなわ
ち，保育者の学歴が高くなると同時に，研究能力やレ
ジリエンスの増加も期待されている。しかし，本研究
の結果では，学歴が高くなっても，保育者は新しいレ
ジリエンスを獲得していない。中等卒保育者より，自
己効力感が低かったことから，二種類の高等養成校卒
の保育者は基本知識や基本技能が不足し，保育職への
愛着感も低いことが理由として考えられる。これを踏
まえ，学歴を維持しながらレジリエンスを高めていく
ために，高等幼児師範専科大学や本科大学で研究能力
を養成しながら，基本知識や基本の技能の学習も重視
し，自己効力感を養成する必要があると考える。

以上の考察から，ベテラン保育者や高等養成校卒の
保育者のレジリエンスの改善が喫緊な課題として明ら
かになった。しかし，今日の中国においては，これら
のことを保障するシステムが不足しており，援助体制
が整っていない。

本研究の結果を踏まえ，保育者のメンタルヘルスや
レジリエンスの状況を改善する際に，園内でのベテラ
ン保育者への支援体制の構築と，高等養成校のカリ
キュラムにおける基本知識や基本技能の充実が必要で
あると思われる。

５　今後の課題

本研究において，保育者のレジリエンスとメンタル
ヘルスの実態やその関連を検討し，経験年数別や学歴
別にレジリエンスとメンタルヘルスとの間に相関が見
られたが，相関係数がやや低いため，他にメンタルヘ
ルスに影響を与える因子があると推測できる。そのた
め，保育者のストレス対応力であるレジリエンスだけ
ではなく，対応方法などの検討も必要と考える。また，
経験年数にみたベテラン保育者と学歴別にみた本科卒
保育者のすべてがメンタルヘルスが不調となっている
ため，良好群と不調群の比較が出来なかった。またサ
ンプルを増やし，検討する必要がある。
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